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本日の講義内容

 Community-Based Rehabilitation（CBR）とは

 ウズベキスタンにおける実践例

 タジキスタンにおける実践例



はじめに

 日本並みのリハ供給体制を整備することとは？

日本の人口

1億人

PT・OT資格者数

20万人

P・O人件費（年）

8千億円

※平均年収×人数

とてもざっくりした
数ですが…



はじめに

 日本並みのリハ供給体制を整備することとは？

皆さんの国に日本並みのリハ体制を整備すると、
どんな規模感になるでしょう？

国の人口
日本と同じ比率の
PT・OTをそろえる

と何人？

PT・OTに平均的
年収を確保するに
はいくら必要？

その規模は現実的でしょうか？



はじめに

 日本並みのリハ供給体制を整備することとは？

その規模が現実的でないとすると、

日本のような直接サービス提供型の
リハ体制は適してないのかも…

そんな場合の代替手段の一つとなりうるのが、
Community-Based Rehabilitation （CBR）



CBRとは
 Community-Based Rehabilitation（CBR）とは

・日本語訳「地域に根ざしたリハビリテーション」

・定義（CBR Joint Position Paper 2004，WHO・ILO・UNESCO）

＝ 「CBRは障害を持つすべての人々のリハビリテーション、機
会均等、社会的統合のための総合的な地域開発の中の戦
略のひとつ」

CBRとは、
障害があっても暮らしやすい地域やコミュニティを作る、

「街づくり」「地域づくり」「コミュニティ開発」

訪問や通所によって専門職がサービスを直接提供する、
いわゆる「地域リハビリテーション」とはちょっと異なる



CBRとは
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 CBRが対象とする分野



CBRとは

 CBRが対象とする分野

・5分野25項目

・社会生活に関連す
る、すべての分野を
対象として実施できる

・社会生活のあらゆる
分野でリハの知識・技
術を活用しようという
発想



CBRとは
 CBR Guidelines（WHO、2010）
：下記URLで全文閲覧可能

http://www.who.int/disabilities/cbr/guidelines/en/index.html

（日本語訳：
http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/intl/un/CBR_guide/index.html ）



ウズベキスタンにおける実践例

 タシケント市における地域に根ざした
障害者支援事業

・実施主体

：NPO法人ワールド・ビジョン・ジャパン
（JICAの委託事業）

・実施期間

：2008年5月1日～2010年3月31日



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

ＣＢＲマトリックス

保健

健康増進

原因の予防

医療

リハビリテーション

教育

幼児期

小学校教育

中・高等教育

ノンフォーマル教育

生計

スキル開発

所得創出（自営を含
む）

賃金雇用

金融サービス

社会

ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ｱｼｽﾀﾝﾄ

交友関係・結婚・家族

文化 ・芸術

レクリエーション・
余暇・スポーツ

エンパワメント

アドボカシーと
コミュニケーション

ｺﾐｭﾆﾃｨを
動かすこと

政治への参加

自助グループ

支援機器 生涯学習 社会保護 司法 障害当時者団体

公益財団法人日本障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ協会仮訳
公益財団法人日本障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ協会訳

 活動概要

※網掛けの分野・項目で活動を実施



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【コミュニティモビライザーの選出】

・「コミュニティモビライザー」

＝「担当地域で中心となってCBRを展開する役割」
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タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【コミュニティモビライザーの選出】



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【コミュニティモビライザーによる活動】

・モビライザー研修、家庭訪問支援、グループ活動、イベント開催
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タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【コミュニティモビライザーによる活動】

・モビライザー研修



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【コミュニティモビライザーによる活動】

・家庭訪問支援



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【コミュニティモビライザーによる活動】

・グループ活動の定期開催



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【コミュニティモビライザーによる活動】

・イベントの開催



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【障害児の親の会、障害当事者の会の立ち上げと活動】

・勉強会やイベントの開催、学生ボランティアの募集
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タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業

 活動内容

【障害児の親の会、障害当事者の会の立ち上げと活動】

・勉強会やイベントの開催、学生ボランティアの募集



タシケント市における
地域に根ざした障害者支援事業
 事業期間終了後はどうなったか？

・障害当事者の自助グループは活動継続

・モビライザーの活動
：ほぼ中断
：事業終了後1年ほどは続いていたが…

・障害当事者グループの活動
：現在も継続

この経験からの学び

・一般住民からモビライザーを養成する方法は伝統的な
CBRの手法の一つである
⇒しかし、新しい専門職の創設と同じ問題がある
つまり、①職業として自立する社会経済的条件の整備

②人的資源を再生産する養成制度の必要性



タジキスタンにおける実践例
 ドゥシャンベ市における障害児のため

インクルーシブ教育推進事業

・実施主体

：NPO法人AAR Japan
（外務省 草の根連携無償資金協力）

・実施期間

：2014年1月29日～現在



ドゥシャンベ市における
障害児のためインクルーシブ教育推進事業
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 活動概要

※網掛けの分野・項目で活動を実施



ドゥシャンベ市における
障害児のためインクルーシブ教育推進事業

 活動内容

・障害児の親の会とモデル校の協力による、普通小中学校へ
の障害児の受け入れ



ドゥシャンベ市における
障害児のためインクルーシブ教育推進事業

 活動内容

・普通学校教員向けセミナー、相談会の開催



ドゥシャンベ市における
障害児のためインクルーシブ教育推進事業

 活動内容

・教員養成大学との協力によるティーチングアシスタント養成



ドゥシャンベ市における
障害児のためインクルーシブ教育推進事業

 今回の事業で意識していること

・既存の制度・サービス・資源にリハ・障害の視点を取
り入れてもらう

⇒普通学校の先生に健常児への教育の延長線上で
障害児も受け入れてもらう、など

「地域づくり」「コミュニティ開発」としての
CBRの考え方にも合っているかも

少ないリハ職を有効活用できる？



今後のリハ分野の国際協力

 2つの方向性の両立させること

一般社会における
普及

専門分野としての
確立

・専門職養成
・制度・政策面
・専門技術

・CBR
・制度・政策面
・普及



今後のリハ分野の国際協力

 協力を通した双方の学びの可能性

2025年 地域包括ケアシステム

日本のリ
ハ職によ
る地域づく

り

国際協力
を通した双
方向性の

学び

途上国に
おける地
域づくりの
必要性



第３回 アジア太平洋ＣＢＲ会議
THE THIRD ASIA-PACIFIC COMMUNITY-BASED 
REHABILITATION (CBR) CONGRESS

日 時 ： 2015年9月1日（火）～3日（木）

場 所 ： 京王プラザホテル （新宿 東京）

テーマ ： コミュニティベースのインクルーシブ開（CBID）を通して
の貧困削減と持続可能な開発目標（SDGs）
参加費 ： 一般3万円 学生1万5千円 同時通訳・情報サービス付

4年に一度のアジア太平洋地域のCBRの大会が
今年9月に東京で開催されます。
関心のある方は是非ご参加を！



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


